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～従業員向けの情報も満載です。　事業所内にて御回覧下さい～

2019. 10 第496号

題名／紅い太陽が集落に（6号）　提供／大波 天久　中国書法研究院客員教授
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新入会員を募集中！！新入会員を募集中！！

正しい税知
識を身につ

けたい。

もっと積極
的な経営を

めざした
い。

社会のお役
にたちた

い。

そんな経営者の皆様を
支援する全国組織、それが法人会です。
随時、新入会員を募集しておりますので、
ぜひ、お知り合いの企業がございましたら、
ご紹介お願いいたします。

郡山法人会事務局（ＴＥＬ：０２４－９３３－７７７７）
詳しくは事務局又は、ホームページで！ 郡山法人会
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年末調整及び消費税軽減税率制度説明会
のお知らせ

税務署ニュース



税のミニ通信 特別寄与料について
【１】制度創設の背景
　高齢化社会が進展して、要介護高齢者が増加するなど、相続を取り巻く社会情勢にも変化がみられるよ
うになりました。そして、民法相続編改正の議論において、次のような問題が提起されました。

【２】特別寄与料の請求権の創設 
　　平成30年度民法改正により、民法相続編に「第９章特別の寄与」が設けられました。

【３】相続税法の対応
① 特別寄与者が支払いを受けるべき特別寄与料の額が確定した場合には、当該特別寄者が、当該特別寄
与料の額に相当する金額を被相続人から遺贈により取得したものとみなして、相続税が課税されます。

（新相法４③）
② 記①の事由が生じたため新たに相続税の申告義務が生じた者は、当該事由が生じたことを知った日か

ら10ケ月以内に相続税の申告書を提出しなければなりません。（新相法29）
③ 相続人が支払うべき特別寄与料は、当該相続人に係る相続税の課税価格から控除します。（新相法13
④、21の15②）

④ 相続税における更正の請求の特則等の対象に上記①の事由が加えられます。
　
　特別寄与者については、被相続人の一親等の血族及び配偶者以外の者であることから、特別寄与料は、相
続税額の２割加算の対象となります。
　上記の改正は、2019年７月１日以後に開始する相続について適用されます。

相続人以外の親族が、被相続人の療
養看護等を行ったとしても、寄与分
を認められるのは相続人に限るこ
とから、例えば、亡き長男の妻が、ど
んなに被相続人の介護に尽くしても、
相続人ではないため、被相続人の死
亡に際し、相続財産を相続財産の分
配を受けることができないこと。

これにより被相続人に対して、無償で療養看護
やその他の労務の提供をしたことにより、被相
続人の財産の維持又は増加について特別の寄
与をした被相続人の相続人でない親族につい
ては、相続の開始後、相続人に対し、特別寄与
者の寄与に応じた額の特別寄与料の支払いを
請求することができるようになります。これは、
遺産分割の手続きが過度に複雑にならないよ
うに、遺産分割は従前と同様に相続人だけでお
こなうこととしつつ、相続人に対する金銭請求
を認めることとしたものです。
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平成30年死亡

長女 次男 亡き長男 長男の嫁

金銭請求

被相続人
介　護

長女 次男 亡き長男 長男の嫁

平成30年死亡

平成28年死亡

被相続人

相続なし

介　護

不公平！！

東北税理士会郡山支部
税理士 宮田 一枝
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発行所　郡山市虎丸町14番2号　公益社団法人郡山法人会　（024-933-7777）　　編集　広報委員会

　9月14日、「お寺de恋活」を曹洞宗鬼生山廣度寺（郡山市西田
町）で開催し、男女17名（男性9名、女性8名）が参加した。今回は
落語家の春風亭一蔵氏に進行も担当していただくため、参加者と
一緒にバスに乗込み、車内を盛り上げながら郡山駅を出発しお寺
へと向かった。
　到着後、はじめにプロフィールカードを使いながら1対1の自己
紹介を行い、男女ともに積極的に自己アピールをした。
　次に座禅堂での座禅体験。座禅堂へ入る際の歩き方や座禅の
足の組み方、呼吸法等を教わり座禅にトライした。静かな空間で
雑念を切り離すことの難しさを感じつつ心を鎮め、自分と向き合
う良い機会となった。その後、鬼生田顕英副住職の法話を聞き昼
食会場へと移り、自由に移動しながら終始和やかに食事を楽しん
だ。その後、お待ちかねの生落語。一蔵氏に一席披露していただ
いた。初めて落語を聞いたという参加者も多く、大笑いしてリラッ
クスできたようだった。フリータイムではお茶を飲みながら会話
を楽しむグループや気になる相手と境内を散歩するなどして、そ
れぞれの時間を過ごした。
　最後にマッチングタイム。それぞれ気になる方をマッチング
カードに記入し、お互いが名前を書いてあればマッチング。その
後、男性から女性へ直接告白する「告白タイム」を行い、合計4組
のカップルが誕生した。

「お寺de恋活」開催「お寺de恋活」開催

境内を散歩する参加者

落語を披露する春風亭一蔵氏

日　時 令和元年 10月25日㈮　14：00～15：30
会　場 郡山ビューホテル本館（郡山市中町3-1）
講演会 演 題：「やってみる」から、はじめよう
 講 師：株式会社 岩谷技研　代表取締役 岩谷 圭介 氏

福島県法人会連合会青年部会連絡協議会　第２７回 会員研修会「郡山大会」 講演会開催

一般公開
聴講無料

※聴講ご希望の方は、郡山法人会事務局まで。（TEL：024-933-7777）


